
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
十
二
号

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
四
号
ニ
及
び
ホ
並
び
に
第
五
号
ロ
、
第
二
十
二
条
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。

（
法
第
二
条
第
四
号
ニ
及
び
ホ
の
政
令
で
定
め
る
機
関
）

第
一
条
　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
号
ニ
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
機
関
は
、
警
察
庁
と
す
る
。

２
　
法
第
二
条
第
四
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
機
関
は
、
検
察
庁
と
す
る
。

（
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
株
式
会
社
日
本

貿
易
保
険
、
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
、
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
移
行
推
進
機
構
、
日
本
銀
行
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
、
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
、
日
本
中
央
競
馬
会
、
日
本
年
金
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
、
放
送
大
学
学
園
及
び
預
金
保
険
機
構
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
長
等
が
処
理
す
る
事
務
）

第
三
条
　
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
事
業
者
が
行
う
事
業
で
あ
っ
て
当
該
主
務
大
臣
が
所
管
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
報
告
の
徴
収
、
検
査
、
勧
告
そ
の
他
の
監
督
に
係
る
権
限
に
属
す
る
事
務
の

全
部
又
は
一
部
が
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
の
長
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
等
が
行
う

こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
適
正
か
つ
効
率
的
に
対
処
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
が
自
ら
そ
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
四
条
　
主
務
大
臣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
庁
の
長
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
庁
の
長
又
は
警
察
庁
長
官
に
、
法
第
十
一

条
及
び
第
十
二
条
に
規
定
す
る
権
限
の
う
ち
そ
の
所
掌
に
係
る
も
の
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
主
務
大
臣
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
が
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
庁
の
長
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
の
庁
の
長
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
庁
の
長
）
は
、
内
閣
府
設
置
法
第
十
七

条
若
し
く
は
第
五
十
三
条
の
官
房
、
局
若
し
く
は
部
の
長
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
職
若
し
く
は
同
法
第
四
十
三
条
若
し
く
は
第
五
十
七
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長
、
デ
ジ
タ
ル

庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
職
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
七
条
の
官
房
、
局
若
し
く
は
部
の
長
、
同
法
第
九
条
の
地
方
支
分
部
局
の
長
若
し
く
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
職

に
、
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
権
限
の
う
ち
そ
の
所
掌
に
係
る
も
の
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
警
察
庁
長
官
は
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
長
官
官
房
若
し
く
は
局
、
同
条
第
二
項
の
部
又
は
同
法
第
三
十
条
第
一
項
の
地
方
機
関
の
長
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
法

第
十
二
条
に
規
定
す
る
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
金
融
庁
長
官
は
、
事
業
者
の
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た

法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
主
務
大
臣
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
庁
の
長
、
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
の
庁
の
長
又
は
警
察
庁
長
官
は
、
前
各
項
の
規
定
に
よ
り
権
限
を
委
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
任
を
受
け
る
職
員
の
官
職
、

委
任
す
る
権
限
及
び
委
任
の
効
力
の
発
生
す
る
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
一
月
二
八
日
政
令
第
三
六
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
月
二
〇
日
政
令
第
四
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
日
政
令
第
一
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
六
日
政
令
第
二
一
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
六
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
七
日
政
令
第
三
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

1


